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STEP1
（8月20日）

               実践練習を通じてビジネスマナーの基本を学びました。
               塾生らは、社内・社外で信頼される立ち振る舞いを身   
              に付けるべく、名刺交換や、来客時・訪問時の対応メー
ル作成、敬語・改まり語・クッション言葉など、企業人としての適切な応対を、グループ
ワークを通じて再確認しました。
 また、自身の課題や気付いた点を振り返り、塾生全員の前で決意発表も行いました。
 塾生から「人には聞けないことを学べる機会だった。職場でも伝えていきたい」、
「他企業の方と交流する機会は新鮮で、学ぶことがたくさんあった。自身が会社の顔で
あることを再認識した」などの感想が寄せられ、それぞれが手ごたえを感じていました。

　 

 

　
職
場
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
女
性

が
働
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
大
き
な

要
因
の
一
つ
が
、
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス
で
す
。
「
女
性
だ

か
ら
家
事
を
す
る
べ
き
」
な
ど
と

い
っ
た
思
い
込
み
は
、
本
人
の
可

能
性
や
仕
事
の
幅
を
狭
め
る
だ
け

で
な
く
、
押
し
付
け
に
よ
っ
て
相

手
に
不
快
な
感
情
を
抱
か
せ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
「
こ

う
あ
る
べ
き
だ
」
「
こ
れ
が
普
通

だ
」
な
ど
と
い
っ
た
固
定
概
念
に

と
ら
わ
れ
ず
、
相
手
の
意
見
に
耳

を
傾
け
、
理
解
し
よ
う
と
努
め
る

姿
勢
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
姿
勢
が
結
果
と
し
て
、
誰
も

が
活
躍
で
き
る
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
の
番
組
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
、
ま
ず
視
聴
率
や
視
聴

者
層
の
分
析
が
必
要
で
す
。
昼
間

の
番
組
を
見
て
い
る
の
は
誰
か
を

徹
底
的
に
考
え
、   

代
～
　 

代
の

女
性
を
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
設
定

し
ま
し
た
。

　
こ
の
層
が
何
を
求
め
、
何
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
深
く
理

解
す
る
た
め
に
は
、
「
女
性
は
こ

う
い
う
も
の
だ
」
と
決
め
つ
け
な

い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
自
ら
の
認
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

す
る
た
め
に
も
、
職
場
の
女
性
と

実
際
に
街
に
出
向
き
、
ラ
ン
チ
を

し
な
が
ら
率
直
な
意
見
を
聞
く
な

ど
、
視
聴
者
の
リ
ア
ル
な
感
覚
や

価
値
観
に
触
れ
る
努
力
を
重
ね
ま

し
た
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
深
く
理
解
す
る
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参
加
者
か
ら
は
、
「
日
頃
か
ら

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
を

意
識
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
気
付

か
さ
れ
た
」
、
「
テ
レ
ビ
業
界
の

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
に

対
す
る
考
え
方
を
聞
け
て
よ
か
っ

た
」
、
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て

活
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
分

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
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職
場
で
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
担
う
女
性
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
相
互

交
流
、
業
種
・
職
種
の
枠
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援

す
る
応
援
塾
は
令
和
４
年
に
開
講
し
て
以
来
、
今
回
で
４
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

   人間ならだれもが持っている『怒り』と
いう感情について理解を深め上手に向き合うコ
ツを学びました。自身の感情を客観的に捉え、
コントロールすることは管理職として非常に重
要なスキルです。塾生は、建設的な人間関係を
構築するため、職場内での自身を振り返りなが
ら、積極的にグループワークに参加しました。
 セミナー後のアンケートには「職場内の仲間
や部下に対して衝動的に動くのではなく、まず
は６秒待ってみようと思う」や「今後の面談な
どの際にも生かしたい」などの前向きなコメン
トが多数寄せられました。
 また、別業種の方とのディスカッションが良
い刺激になり、業務へのモチベーションが上
がったという感想も寄せられました。

女
性
活
躍
を
阻
む

企
業
や
地
域
の
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
解
消

　
　
　

　
元
日
本
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
村
上
和
彦
氏
を
講
師
に
迎
え
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
観
点
か
ら
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
会
で
語
ら
れ
た
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
と
で
、
そ
の
層
に
刺
さ
る
番
組

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
結
果
、
当
初
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
多
様
な
層
に
も
支
持
が
広

が
り
ま
し
た
。

　
相
手
を
理
解
し
、
そ
の
理
解
を

基
に
設
計
す
る
こ
と
が
成
功
に
つ

な
げ
る
鍵
と
な
り
ま
す
。



応
援
塾
を
終
え
て

塾生から寄せられた声をご紹介します

参加企業名（五十音順）

アドベンチャーガーデン射水（北陸園芸）／アルビス株式会社／射水市役所／いみず野農業協同組
合／学校法人浦山学園富山福祉短期大学／株式会社富山第一銀行／株式会社プレステージ・イン
ターナショナル／株式会社プレステージ・コアソリューション／株式会社リペイル／救急薬品工業
株式会社／ケーブルサポート株式会社／ヤマサン食品工業株式会社

　
閉
講
式
で
は
、
菅
原
市
民
生
活
部
長

か
ら
塾
生
へ
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
　

　
菅
原
部
長
か
ら
は
、
「
熱
意
と
意
欲

を
持
っ
て
応
援
塾
に
ご
参
加
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
業
種
・
職

種
の
枠
を
超
え
た
交
流
に
よ
り
培
わ
れ

た
ス
キ
ル
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、

ご
自
身
の
さ
ら
な
る
成
長
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
く
と
共
に
、
自
分
ら
し
い
『
女

性
活
躍
』
を
実
践
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

主催／射水市、株式会社プレステージ・インターナショナル
   （射水市と株式会社プレステージ・インターナショナルとの「包括的連携に関        
    する協定」における女性活躍推進事業）

後援／射水商工会議所、射水市商工会

企画運営／株式会社プレステージ・ヒューマンソリューション

STEP3
（12月17日）

　
　
セ
ル
フ
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
塾
生
は
、
自
身
の
『
思
考
の
癖
』

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
、
物
事
の
捉

え
方
を
変
え
る
『
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

ワ
ー
ク
』
を
行
う
こ
と
で
一
見
マ
イ

ナ
ス
に
見
え
る
物
事
で
も
、
プ
ラ
ス

の
受
け
止
め
方
を
で
き
る
力
を
養
い

ま
し
た
。
ま
た
、
上
司
と
し
て
部
下

の
メ
ン
タ
ル
不
調
に
い
ち
早
く
気
付
　
　

　
　
　
き
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、

　
　
　
ラ
イ
ン
ケ
ア
の
重
要
性
を
押

さ
え
支
援
の

た
め
の
コ
ツ

を
実
践
ワ
ー

ク
を
通
じ
て

学
び
ま
し

た
。

　
塾
生
か
ら

「
自
分
の
こ

と
は
勿
論
、

周
囲
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
も
気

を
配
れ
る
存
在
に
な
り
た
い
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
職
場
内
外
で
の
円
滑
な
コ
ミ

              

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
、

情
報
発
信
力
を
養
い

ま
し
た
。
情
報
発
信

の
コ
ツ
は
、
発
信
の

目
的
設
定
と
聴
き
手

の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
考

慮
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
理
解
し
た
う

え
で
発
信
方
法
を
理

論
的
に
学
び
、
実
践

練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
塾
生
は
、
伝
わ
り
や
す
い
情
報

発
信
の
た
め
の
話
の
構
成
を
考
え

る
こ
と
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、

楽
し
み
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
よ
い
職
場
環
境
は
、
よ
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ

ま
す
。
塾
生
か
ら
「
学
ん
だ
こ
と

を
今
後
も
職
場
内
外
で
積
極
的
に

活
用
し
た
い
」
と
い
う
声
が
挙
が

り
ま
し
た
。

🄬

 STEP３では、両コース合同でDiSC🄬研修を行いました。
DiSC🄬とは、コミュニケーションの質を高めるために「行動
特性」を測定した自己分析ツールです。塾生は、行動・思考
の傾向から自身のスタイルを知り、自身とは異なるスタイル
の塾生の発表を聞いたり、質問したりすることを通じて自己
理解・他者理解を深めました。
 よい職場環境をつくるためには円滑なコミュニケーション
が必要不可欠であり、自分とは異なるスタイルの相手でも、
互いを尊重し合い、理解しようと努力することが求められます。

 DiSC🄬はそんな取り組みのヒントとなり、組
織力の向上や人材マネジメントスキルの向上を支
えます。
 塾生たちは、発表や質疑応答を通じて様々な考
え方を知り「へえ！そんな風に考えたことはな
かった」、「面白い」と興味を示しました。
また、塾生から「色々な考え方を知
ることができて有意義な時間だ
った」などの声が挙がりました。

合
同

（12月17日）

マ
ス
タ
ー

コ
ー
ス

ビ
ギ
ナ
ー

コ
ー
ス閉講式

（12月17日）


